
令和元年産の水田における作付状況（令和元年９月15日現在・速報値）

【主食用米及び戦略作物等の作付状況】

注１：加工用米及び新規需要米（米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ、新市場開拓用米）は取組計画の認定面積。
注２：備蓄米は、地域農業再生協議会が把握した面積。
注３：その他は、飼料作物、そば、なたね等の面積。
注４：麦、大豆、その他（基幹作のみ）は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積。

・ 全国の主食用米の作付面積は、都道府県ごとの増減があるものの、前年実績（138.6万ha）から0.7万ha
減少し、137.9万haとなった。

・ また、戦略作物等については、備蓄米の作付面積が増加する一方、加工用米及び飼料用米が減少し、そ
の他の戦略作物については、総じて前年並みとなった。
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Ｈ27年産 140.6 4.5 4.7 8.0 3.8 0.4 0.2 9.9 8.7 10.0

Ｈ28年産 138.1 4.0 5.1 9.1 4.1 0.3 0.1 9.9 8.9 10.2

Ｈ29年産 137.0 3.5 5.2 9.2 4.3 0.5 0.1 9.8 9.0 10.2

Ｈ30年産 138.6 2.2 5.1 8.0 4.3 0.5 0.4 9.7 8.8 10.2

Ｒ元年産 137.9 3.3 4.7 7.2 4.2 0.5 0.4 9.7 8.6 10.2
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